





































































  1．導入（序）～ここに「聖なるかな」が含まれる  
  2．聖体制定句  
  3．聖体献示  
45 
 
  4．エピクレーシス  
  5．記憶  
   ～ここまで「アナフォラ」～  
  6．懇願連祷  
  7．主祷文  
  8．聖なるものは聖なる者に  
  9．パン割き  
  10．聖体拝受～ここに「これがあなたの唇に触れたので」が含まれる  
 









ムたちが主を輪に囲み，立っていた．一羽には 6 つの翼，また一羽には 6 つ


























例えば『詩篇』第 70 篇の題辞に用いられている lamnaṣṣēaḥ に，七十人訳は
εἰς τὸ τέλος という訳を当てるのに対し，「他の解釈者たち」は ἐπινίκιος とい
う訳語を当てる，としている；Lampe 1961:528）．  
















































 司祭（声を挙げ）「勝利の歌を歌い，叫び，呼ばわって述べる」．  
 会衆「聖なるかな，聖なるかな，聖なるかな，万軍の主，天と地はあなた
の栄光に満つ．いと高きところに栄光あれかし．主の名によりて来たる者は















 会衆「アメン」．  
 司祭黙祷「食事の後，杯も同じようにして†，こう言われた」，  
 司祭（声を挙げ）「みなここから飲むがよい，これはわたしの血，新しい契
約の血，あなた方と多くの人々のため，罪の赦しのために注がれるもの」．  

















 助祭黙祷「司祭よ，聖なるパンを祝福したまえ」．  
 司祭「このパンを†，あなたの子キリストの尊い体になさしめたまえ」．  
 助祭「アメン」．  
 助祭黙祷「司祭よ，聖なる杯を祝福したまえ」．  
 司祭「この  杯のうちにあるものを†，あなたの子キリストの尊い血に」，  
 助祭「アメン」．  
 助祭「司祭よ，両聖品を祝福したまえ」  
 司祭「あなたの聖なる霊によ  って変容させたまえ」．  
 助祭「アメン，アメン，アメン」．  
 助祭「聖なる主よ，罪人なるわたくしを心に留めたまえ」．  
 司祭黙祷「ここに与かる者たちに（μεταλαμβάνουσιν），霊魂の目覚め，罪
の赦し，あなたの聖なる霊の共有，天の御国の成就が実現し，裁きや断罪で


























































 会衆「あなたの霊とも」．  
 助祭（声を挙げ）「全聖人を思い起こしつつ，今一度繰り返して平和のうち
に主に願おう」  
















 会衆「主よ憐れみたまえ」  
 助祭「この日のすべてが，完徳のうちにあり聖にして平安かつ咎なきもの
であるよう，主に願おう」  























 会衆「アメン」．  
 
8．【聖なるものは聖なる者に】  
 司祭「あなたがたすべてに平安があるように」．  
53 
 
 会衆「あなたの霊にも」．  
 助祭「あなた方の頭を主に垂れるがよい」  ．  




















 司祭・助祭（黙祷）「神よ，罪人なるわれを顧み，憐れみたまえ」（×3）  









 助祭「司祭よ，聖なるパンを裂きたまえ」．  
崇敬をもって，司祭は大きな聖パン「小羊」を 4 つの部分に分かつ．まず縦
に二つの部分に裂く（右側に XC, KA が来る）．この XC, KA の部分を右手に










 助祭「司祭よ，聖なる杯を満たしたまえ」．  
司祭は IC の文が記された部分を取り，これでもってカリスの上に十字を切
りつつ，カリスの中に落とし，こう述べる  
 司祭「信の完成，聖霊の充溢」．  































































 司祭「これがわが唇に触れ，わが不法を取り除き，わが罪を浄め尽くす」．  




































































されている（Willcock 1995：12－13）．  
 A 衝撃的冒頭  
 B 道徳化を伴った状況説明  
 C 神話  
 D さらなる状況説明と道徳化  






















歌』第 6 を，また 486 年には，アテナイのアルクマイオニダイの長メガクレ
スのために『ピュティア』第 7 を作詩している．  











へと渡り，474 年まで同地に滞在する．この間，シラクサのヒエロンのため  
60 
 
にオリュンピア第 1 歌，アクラガスのテロンのためにオリュンピア第 2，第
3 歌を作詩している．480 年から 460 年にかけては，これらを含めて集中的
に祝勝歌が作られた時期であり，ほかにオリュンピア第 6，7，13 歌，ピュ
ティア第 1－5，第 9 歌，ネメア第 1，第 9 歌，イストミア第 3，第 4 歌など
が作詩されている．  
 彼の晩年の作としては，ピュティア第 8 歌が 446 年に作られたことが判明
しているが，エーゲ海北東部の島テネドスの少年テオクセノスのために記さ
れたネメア第 11 歌が，おそらくより最晩年の作であろう．詩人はこのテオ
クセノスの腕に抱かれ，438 年に亡くなったという伝承が残されている．  

















 次に 4 大競技祭について記すならば，まずオリュンピア競技祭は，西北ペ







582 年から 4 年おきに行われ，オリュンピア競技祭の 2 年後ごとの 8 月に開
催された．アキレウスの子のネオプトレモスが当地の聖域に眠る（『ネメア』
第 7 歌 44 行以下）．  
 イストミア競技祭はコリントスで開催され，こちらも 582 年より，ポセイ




年より，2 年ごとの 7 月に開催され，ゼウスを祀った．7 人の武将たちがテ
バイに向かう際，蛇に殺された幼児オフェルテス／アルケモロスの追悼の意
味で興したものである．  
 以上全 4 種競技祭の勝利者は「ペリオドニケス」と呼ばれた．ロドス島の
ディアゴラスもこの栄誉を受けている（『オリュンピア』第 7 歌）．競技の内
容であるが，著名な「5 種競技」と呼ばれるものは，徒競走，幅跳び，円盤
投げ，槍投げ，レスリングの 5 種であった（Sandys 1915:130）．  






ィア 2 巻【行進歌】，パルテネイア 3 巻【女子合唱隊讃歌；乙女歌】，ヒュポ
ルケマタ 3 巻【舞踏と歌；踊歌】がある．一方人々に向けられた頌歌として























































































































































































































 一方岩波新書版では，「英雄伝説」として第 3 章（「英雄伝説 Ⅰ」），第 4 章
（「英雄伝説Ⅱ」）の 2 つの章が当てられている．このうち第 3 章には計 6 譚，
すなわち「カリュドンの猪狩」「メラムプス一家の話」「アルゴナウテスたち
の遠征」「ペルセウス物語」「ヘラクレス物語」「テセウス物語」が，また第 4
章には計 2 譚，すなわち「テバイ物語」「トロイエ物語」が載っている．  






























 ペレウスが第 2 次トロイア戦役の英雄アキレウスの父である等の点から，
メレアグロスは，上掲した戦士リストに照らし，第 2 次トロイア戦役の 1 世
代前の人物であることが判る．いま，1 世代をおよそ 25 年としよう．一方こ
こに挙がるアンフィアラオスはテバイ攻めの世代であるから，エピゴノイ戦
役がテバイ攻めの 10 年後でかつ第 2 次トロイア戦役と同世代であるとすれ
ば（高津 1965：149），カリュドンの猪狩～テバイ攻め～エピゴノイ＝第 2 次
トロイア戦役 という等式が成り立つことになる（後に詳述する．～はおよ
そ 10 年前後で，これを 2 倍すると約 1 世代となる）．  




























（25×3＝約 75 年）遡ったところに置かれるはずである．  
 
3）アルゴ遠征物語  






























ピア』第 13 歌，『イストミア』第 7 歌に言及があった．ディオメデスはテュ
デウスの子，ディオメデスの妻デイピュレはアドラストスの娘であり，アド
ラストスはアルゴス王でテバイ攻めの総帥である．したがってベッレロフォ


















































 さて，上掲した部分からすでに，  
メランプス─【約 65 年】  
 ─アルゴ号遠征＝カリュドンの猪狩─【約 15 年】  
  ─テバイ攻め─【10 年】  



























 そして第 1 次トロイア遠征は，トロイア王プリアモスの父ラオメドンに対
して起こされたものであり，「ラオメドンとその子供たちは，プリアモスを
除いてすべて殺された」（高津 1960：296）とあるので，第 2 次トロイア戦役


























第 6 巻 119 行以下で，ベッレロフォンの孫にあたるグラウコスと，オイネウ
スの孫にあたるディオメデスが，その祖父の代の相互の厚誼を語って盟友の
誓いを交わすことと，「アイアコスの裔」という表現が用いられる際に想定
されているものとは，ともに 2 代前となって共通する．  
 以上をまとめると，  
 
 1）カドモス─【約 35 年】  
  ─2）ペルセウス─【約 10 年】  
   ─3）メランプス─【約 40 年】  
    ─4）ベッレロフォン物語＝5）アイアコス─【約 25 年】  
     ─6）ヘラクレス＝7）アルゴ号遠征  
     ＝8）カリュドンの猪狩＝9）第 1 次トロイア戦役─【約 15 年】  
      ─10）テバイ攻め─【10 年】  
       ─11）エピゴノイ＝12）第 2 次トロイア戦役  
 
となるだろうか．もちろん細かい誤解は含まれるであろうが，単純に計算す
ると，カドモスから第 2 次トロイア戦役まで 135 年（約 5 世代あまり）とい
うことになろう．本稿では詳述することはしないが，オウィディウス『変身
物語』における物語の配列順は，ほぼ上表の順に一致していることに，改め
て注目しておきたい（カドモス第 3 巻；ペルセウス第 4 巻；イアソン第 7 巻；
カリュドンの猪狩とメレアグロス第 8 巻；ヘラクレス第 9 巻；ラオメドン第
76 
 





































































































ピ 8,47；ピ 11,1，イ 1,11；イ 6,75 ほか）．また「カドメイオイ」との言及



























ウス，パンディオンそしてアイゲウスの 5 人である」（呉 1979b：66；ピンダ











 1）カドモス─【約 35 年】  
  ─2）ペルセウス─【約 10 年】  
   ─3）メランプス─【約 40 年】  
─4）ベッレロフォン物語＝5）アイアコス＝ペロプス＝ミノス王─【約 25 年】  
 ─6）ヘラクレス＝テセウス＝7）アルゴ号遠征＝8）カリュドンの猪狩  
  ＝9）第 1 次トロイア戦役─【約 15 年】  
  ─10）テバイ攻め─【10 年】  































ス』における「カタログ」，すなわち第 2 巻 494 行から 759 行に語られるギ
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